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論文内容の要旨
本論文は，多官能ジアセチレン化合物を用いた超剛性樹脂の開発に関する研究の成果をまとめたもの






第 3 章では，第 2 章で得られた知見を基に合成した新規橋かけ性アミド系ジアセチレン化合物である































4) 一旦高圧熱橋かけ成形を行って得られた成形体に， r 線照射することにより後橋かけ高密度化が進
行し，弾性率がフマル酸エステルオリゴマ一系成形体で25GPa，フマルアミド系ジアセチレンダイマ一
成形体で、23GPa に達することを明らかにしているO
5) ビニル基を持つエステル系ジアセチレン化合物は，開始剤が無くても熱により容易に橋かけが進行
し，良好な物性を持つ成形体を与えることを明らかにしている。
以上のように本研究は，新しい多宮能ジアセチレン化合物による優れた物'性を持つ超剛性樹脂の形成
反応を明らかにしたもので，高分子化学および材料開発分野に貢献するところが大きい。よって，本論
文は博士論文として価値あるものと認めるo
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